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。いさだくせ合問おでま課整調画画企企

）

てに話電おはずま※
館民公南所場

せ合問要（～時1後午日曜日3・1第第
室

月毎時日
教語本日津津大大

ム
泉▷

ーホ年少青労勤所所場場

めざす姿：健康で心豊かに暮らせるまち

特定健康診査・健康診査

市国民健康保険加入の 40～ 74 歳の人、16 ～ 39 歳の市民の皆さんへ

集団健診を行います！

【受診者全員】▷ホテルレイクアルスターティーサロン割引券　▷スポーツクラブ　ルネサンス一日無料体験チケット
【抽選で各日１人】　▷ホテルレイクアルスター和食レストラン小津ペアお食事券（4,000 円相当）
また、受診会場ではトクホ（特定保健用食品）のサンプル配布を予定しています。

プレゼ
ント

ありま
す

　泉大津駅前のホテルレイクアルスターでの集団健診を
開催します。下の表の「対象者」に該当する人で、今年
４月以降に健康診査（人間ドック・国保プチドック含む）
を受診していない人は、ぜひお越しください。
実施日　８月 7 日㈰、8 日㈪　※悪天候などにより予告
なく中止する場合あり
受付時間　午前９時～正午　※午前９時～ 10時ごろに受

け付けが集中します。この時間帯は待ち時間が長くなる
可能性がありますので、ご了承ください。
実施場所　ホテルレイクアルスター　アルザ泉大津４Ｆ
（健診での無料駐車券の対応はありません）
定員　▷特定健診…一日 200 人（申込先着順）　▷健康
診査…一日50人（申込先着順）

市国民健康保険に加入し、40～ 74 歳（75 歳誕生
日の前日～昭和 52 年３月 31 日生まれ）の人で、ま
だ今年度の特定健康診査（医療機関での特定健診･人
間ドック含む）を受診していない人
①特定健康診査受診券（受診券をなくした人は再発
行します）　②保険証
問診、診察、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、
心電図
下記連絡先へ電話申し込み。後日、受付確認はがき
を送付
７月 29 日㈮（ただし、定員に達しなかった場合は、
締め切り後の申し込み可）

16～ 39 歳（昭和 52 年４月１日～平成
13 年３月 31 日生まれ）で、まだ、今年
度の健康診査を受診していない人

健康保険証

問診、診察、身体計測、血圧測定、血液検査、
尿検査
下記連絡先へ電話申し込み。後日、受診券
を送付
７月 29 日㈮（ただし、定員に達しなかっ
た場合は、締め切り後の申し込み可）

保健センター（☎33・8181）保険年金課保健事業係（☎33・9531）

対象者

特定健康診査 健康診査

持物

締切

問合

健診項目

申込方法

　１万円以上の寄附をいただいた人に、いずみおおつ自
慢の「ふるさと産品」をお届けしています。「ふるさと
を大切にしたい」「市の発展に貢献、応援したい」とい
う想いを「ふるさと応援寄附」という形で泉大津市にご
寄附ください。泉大津市のまちづくりに活用させていた
だきます。

　（リニューアルの内容）
★寄附金額 20 万円以上のコースを新設しました
★10万円以上の寄附の場合、複数の品物を選択で
きるようになりました。
★ふるさと産品に右の４つが新たに追加！

泉州名物水なす漬け 日本料理店「三幸苑」
ふるさと会席ペアご招待券

シルク6重ガーゼケット
シルクリビングケット（毛
羽部分）「レッド、グレー」

詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

「いずみおおつ健康チャレンジ計画」のポイント対象事業です（5 ページ参照）

７月１日より
ふるさと応援寄附がリニューアル！
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めざす姿：健康で心豊かに暮らせるまち

めざす姿：すこやか安心長寿のまち

■ 免除承認後の一部納付額と老齢基礎年金額への反映

全額免除
４分の３免除
（４分の１納付）
半額免除
（半額納付）
４分の１免除
（４分の３納付）

※
こ
の
年
金
額
へ
反
映
さ
れ
る
割
合
は
平

成
21
年
４
月
以
降
の
も
の

１か月の一部納付額
（H28年度）

年金額への
反映免除の種類

２分の１

８分の５

４分の３

８分の７

０円

4,070円

8,130円

1万2,200円

高齢受給者証が交付されます70歳になった
国保加入者の皆さんへ

国民年金からのお知らせ
７月は障がい基礎年金の所得状況届の提出月です

平成 28 年度  国民年金免除申請の受付を開始します

◎障がい基礎年金の所得状況届
◎保険料免除申請

※申請日以降に納付された国民年金保険料は希望により還付されます。ただし２年以内に未納期間がある場合は保険料は未納期間に充当されます。
※一部納付額を納めなければ一部免除は無効となります。免除承認後、各免除に応じた納付金額が印字された納付書を使い、納付してください。

（注 1）　同一世帯に後期高齢者医療制度に移行する人がいて、現役並み所得者となった国保被保険者が一人の場合、住民税課税
所得が145万円以上かつ収入が383万円以上で、後期高齢者医療制度に移行した人も含めた収入合計が520万円未満である人は、
申請により一般区分と同様になります。
※所得に応じて自己負担割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしてください。
（所得の申告がなされていないと、全て「現役並み所得者」と判定されます）

　国民健康保険の加入者が 70 歳になった翌月（1 日
が誕生日の人はその月）から高齢受給者証の対象者と
なります。
　70 歳になった人には、誕生月の月末に高齢受給者
証を送付します。現在、高齢受給者証をお持ちの人に
は７月末に新しい高齢受給者証を送付しますので、８
月からは新しい高齢受給者証を保険証とともに医療機

関に提示してください。
■「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付
　低所得Ⅰ・Ⅱの人は、入院するときや高額の外来診
療を受ける場合、国民健康保険証・印鑑をお持ちのう
え８月以降に「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしてください。
問合　保険年金課（市役所１階6番窓口）

　20歳前の障がいによる障がい基礎年金、または旧障がい福祉年金から切り替わった障がい基礎年金を受けている人は、
日本年金機構から届く所得状況届（現況届）のはがきを期日までに保険年金課へ提出してください。提出が遅れると 10
月分の障がい基礎年金の振り込みが遅れる場合があります。

問合　保険年金課（市役所１階 6 番窓口）、日本年金機構堺西年金事務所（☎072・243・7900）

　平成 28 年度（平成 28 年７月～平成 29 年６月分）国民年金
保険料の免除申請を受け付けます。また、平成 27年度の免除が
承認されていて、引き続き免除を受けたい人のうち、継続審査
対象者以外の人は再度申請が必要です。７月に日本年金機構か
ら届く納付書に同封されている申請書に記入・押印のうえ返送
するか、窓口で手続をしてください。窓口に来られる際は、年
金手帳・認め印（退職を理由とする場合は離職票なども）をご
持参ください。免除が承認された場合は表のとおりとなります。

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上となる 70 歳以上の国保被
保険者がいる人（注１）。ただし、70 歳以上の国保被保険者の収入の
合計が、２人以上の場合で 520 万円未満、１人の場合は 383 万円未
満である場合、申請により「一般」区分と同様になります。（注1）

同一世帯の世帯主と、国保被保険者が住民税非課税の人
（低所得Ⅰ以外の人）

一般（現役並み所得者および低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人）

所 得 区 分 の 判 定 基 準所 得 区 分 負 担 割 合

現役並み所得者 ３　割

２　割
（誕生日が昭和 19
年４月１日までの
人は1割）

低 所 得Ⅱ

低 所 得Ⅰ

同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税でその世帯の各所得
が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差
し引いたときに０となる人
年収例：単身世帯（年金収入のみ）80万円以下

■ 高齢受給者証を持つ被保険者の医療費の自己負担割合　（所得区分によって異なる） 
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1

4
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年祉福齢老るす属に帯世税課非税民住▷

算計てしと円万08は額
除控等金年的公。人るなと円０が得所各
の員帯世のてべすの帯世税課非税民住▷

者険保被るす属に帯世税課非税民住

満未円万541が得所
税課税民住の員全者険保被の帯世一同

合場るいが者険
保被の上以円万541が）得所の後除控
得所種各（得所税課税民住に帯世一同

割1

割3
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